
施行成績評定について
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施行成績評定の重み

みなさんが施行成績をつける時には．．．

(参考)昨年度の施行成績の状況

北海道 建設部 建設管理課 技術管理係
主査（品質確保）

工事施行成績

委託業務施行成績

■競争入札参加資格審査（格付け）での活用

■総合評価方式における技術評価点での活用

■優秀業者表彰、優秀現場代理人表彰での活用

■指名業者選考における活用

北海道建設部における施行成績の活用 2

■総合評価方式における技術評価点での活用

■優秀業者表彰での活用

■指名業者選考における活用

格付け (株)○□組 Ａ１
(株)☆△工務店 Ｂ
▽○建設(株) Ａ２
□⊿建設工業(株) Ｃ
・・・ …

（総合評価方式は次のページ）

業者にしてみれば、

次年度以降の工事・委託業務の受注を左右する！



公共工事の品質確保 3

【北海道の社会資本整備を取り巻く状況】
○広大な面積や厳しい気象条件等の本道の特性 ○人口減少社会への対応
○厳しい道の財政状況 ○災害リスクの高まり ○社会インフラの老朽化
○バックアップ機能の強化 ○道の技術職員の減少等

【北海道の建設業を取り巻く状況】
○建設投資額の減少、道内建設業就業者

の減少及び高齢化の進行など厳しい経
営環境

○社会資本の維持、災害時に
おける対応、雇用や地域の
活性化など重要な役割を担
っている

品質確保の意義
・就労環境の悪化に伴う若年入職者の減少、建設生産を支える技術・技能の継承が困難、発注者のマンパワー不足など、

将来にわたる公共工事の品質確保とその担い手の中長期的な育成・確保に関する懸念の高まり
・災害対応を含む地域の維持管理を担う建設業者が不足し、地域の安全・安心の確保に支障を生じるおそれがあることへの懸念

こうした状況に対応するため、将来にわたる公共工事の品質確保とその担い手の中長期的な育成・確保を図るための取組を、
より一層進めていく必要がある

平成25年
道東暴風雪 除雪の状況

橋梁の
老朽化状況

公共工事の品質確保の意義

公共工事を取り巻く状況

年齢階層別の建設業就業者数構成比（北海道）
％

半数が
50歳以上！

北海道土木技術職員の年齢構成（H29現在）

41歳以上が
76.3%！

不良・不適格業者の参入 厳しい財政状況

品質低下の懸念

ダンピングの増加

談合

施工不良の増加

～公共工事の特徴～
すべて注文生産であり、完成まで品質の評価が困難

担い手不足・若手入職者減少

発注者のマンパワー不足

地域の維持管理体制への懸念

働き方改革・生産性向上 災害時の緊急対応強化

持続可能な事業環境の確保

総合評価落札方式の導入 4

良質なモノ を 適正な価格で！

『価格のみの競争』から『価格と品質で総合的に優れた調達』への転換

経済性に配慮しつつ、価格以外の多様な要素も考慮し、

価格及び品質が総合的に優れた内容の契約がなされることが重要

価格に加えて技術提案の優劣等を総合的に評価し、

最も評価の高い者を落札者とすることが原則 （総合評価落札方式）

期待する効果
・公共工事の品質の確保
・施工不良や工事の安全性の低下、一括下請負等の不正行為の未然防止
・不良不適格業者の排除
・技術と経営に優れた企業が伸びる環境の整備

北海道においても、品確法(※)の基本方針に基づき、総合評価落札方式を試行
（※ 「品確法」：公共工事の品質確保の促進に関する法律）



ところで、総合評価落札方式とは．．． 5

総合評価落札方式とは、価格だけで評価していた従来の落札方式とは異なり、品質を高めるための新しい技術やノウハウな
ど、価格に加えて価格以外の要素を含めて、総合的に評価する新しい落札方式のことです。

価格と品質の両方を評価することにより、総合的に優れた調達（購入）を行うことが可能となります。

総合評価方式における「品質」とは、工事の目的物（道路や橋など）そのものはもとより、工事の効率性、安全性、環境へ
の配慮など、工事の実施段階における様々な特性も含まれます。

これまでは これからは

価 格 価格 ＋ 品質

総 合 評 価

価格だけの競争ではなく、
わたしたち施工業者の
技術力も評価した競争が、
「総合評価」なんだね！

技術点＋ 価格点＝ 評価値

価格が安いほど、評価値は大きくなる！

(例) ・予定価格 と同額 ⇒ 20点
・低入札調査基準価格 と同額 ⇒ 30点
・低入札価格未満 ⇒ 30点

技術提案の内容は、評価項目ごとに、
あらかじめ定めた方法によって、点数換算

企業からの技術提案
・性能、機能などの向上に関する提案
・技術の実績や実施体制（企業の施工能力）
・地域への精通度、貢献度 など

数値化

数値化

評
価
値
が
最
も
大
き
い
者⇒

 
落
札
者

このように、総合的に優れた企業が選定されることで、
住民の方々にとってより満足度の高い公共工事の実現を目指す。

Ａ社の場合

Ｂ社の場合

我が社は、技術提
案に力を入れて頑
張るぞ！

我が社は、コスト
をどれだけ縮減で
きるかが目標！

価格

技術
(技術点) 24点

＋
(価格:1.31億) 22点

Ａ社

落札！

よって、

Ａ社が

どちらの
評価値が
高いかな？

(技術点) 20点
＋

(価格:1.30億) 23点

Ｂ社

Ａ社

Ｂ社

の評価値

の評価値

＝ 46点

＝ 43点

道の簡易型総合評価落札方式での評価項目と配点

技術評価項目
施工計画審査

タイプⅠ型
施工計画審査

タイプⅡ型
施工実績審査

タイプ

配点 小計 配点 小計 配点 小計

簡易な
施工計画

①工程管理に係わる技術的所見 5.00
15.00

5.00
10.00
２項目指定

②品質管理に係わる技術的所見 5.00 5.00
③施工上の対処すべき技術的所見 5.00 5.00

企業の
施工能力

工事施行成績 7.50

8.50

7.50

10.25

7.50

10.25
北海道建設部工事等優秀者表彰 0.50 0.50 0.50

建設管理部工事優良企業表彰 0.25 0.25

ＩＳＯマネジメントシステムの取得 0.50 0.50 0.50
地域精通度（施工実績） 1.50 1.50

配置予定
技術者

主任（監理）技術者の資格 1.00

2.00

1.00

2.00

1.00

2.00主任（監理）技術者の継続教育 0.50 0.50 0.50

主任（監理）技術者の建設管理部優秀現場代理人表彰 0.50 0.50 0.50

担い手の
育成・
確保

技術者の追加配置 0.50

3.00

0.50

2.50

0.50

2.50

技術職員の育成・確保 ①又は②の
大きい方

①若年技術職員の育成・確保
0.50 0.50 0.50

②技術職員総数の確保
地
域
で
の
選
択
項
目

項
目
数
は
３
項
目
以
上

新規の雇用

2.00

指定した項
目の合計点

1.50

指定した項
目の合計点

1.50

指定した項
目の合計点

労働環境改善 雇用環境への取組
仕事と家庭の両立支援の取組

高年齢者継続雇用
女性の活躍支援
地域技能士の活用
地域独自設定項目（各発注機関が独自に設定できる）

地域の
守り手
確保

地域の安全・安心貢献度 主たる営業所の所在地

3.00

1.00

3.50

1.00

3.50

災害時の協力等 0.25 0.25 0.25
地
域
で
の
選
択
項
目

項
目
数
は
、
２
項
目
以
上

地域の安全・
安心貢献度

緊急時の応急措置の実績

2.25

指定した項
目の合計点

2.25

指定した項
目の合計点

公共施設の維持管理の実績
地域経済への
波及

地域企業の
活用

※地域の実情により、
適用1、適用2を選択

適用１ 地域内企業の活用比率

2.75

指定した項
目の合計点

適用２ 地域内企業の活用計画
地域資材の活用

地域社会貢献 多様な雇用への貢献
環境対策の認定制度等

その他 地域独自設定項目（各発注機関が独自に設定できる）
【例】円滑な事業執行への貢献

地域建設業経営環境評価 2.00 2.00 2.00 2.00

計（満点） 31.50 30.25 20.25
過去6ヶ月の措置
による減点

重要な瑕疵に伴う修補（損害賠償）請求を受けた事例あり －1.00
総合評価方式において技術評価項目の不履行を行った事例あり －1.00

6

（注意：この表の内容は標準例です。建設管理部や工事によって異なります。）



過去の工事の施工成績 が「総合評価落札方式入札」に及ぼす影響 7

価格競争施工実績審査施工計画審査Ⅱ施工計画審査Ⅰ

総合評価落札方式の配点割合(目安)

価格

施工体制評価

簡易な施工計画

企業の施工能力

配置予定技術者

担い手の育成･確保

地域の守り手確保

地域建設業経営環境評価

総合評価落札方式では、
・価格以外の要素も加味して落札者を決定。
・価格以外の要素には、過去２年(実績が無かったら4年や8年の場合も)の施工成績平均点も含む。

過去の工事施行成績は、総合評価でどう評価される？ 8

工事施行成績 北海道発注工事の
当該工事と
同じ入札参加資格(一般土木とか舗装とか)の

過去の

工事施行成績の平均点
（小数第２位切り捨て）

平均点の対象期間は、
前年度の12/31から２年前まで
(実績無ければ４年前まで)
(専門工事型の場合は異なる場合あり)

93点 ≦ 平均点 7.50 

91点 ≦ 平均点 ＜ 93点 7.00 

89点 ≦ 平均点 ＜ 91点 6.50 

87点 ≦ 平均点 ＜ 89点 6.00 

85点 ≦ 平均点 ＜ 87点 5.50 

83点 ≦ 平均点 ＜ 85点 5.00 

81点 ≦ 平均点 ＜ 83点 4.50 

79点 ≦ 平均点 ＜ 81点 4.00 

77点 ≦ 平均点 ＜ 79点 3.50 

平均点 ＜ 77点 3.00 



別記第３号様式（施工計画審査タイプⅡ型）

【総合評価一般競争入札結果一覧表】 入札日

入札書比較価格 最大評価値
133,800,000 技術加算点 価格評価点 施工体制評価点

29.00 ＋ 30.81 ＋15.00 ＝74.81 低入札価格調査基準価格(税抜)

119,338,500

業
者
名

価格以外の評価項目 技
術
加
算
点
計

入札価格
（円）

入
札
書
比
較
価
格
以
内

価
格
評
価
点

施
工
体
制
評
価
点

評
価
値

（技術加算点
＋価格評価点
＋施工体制評

価点）

応札率 摘要

簡易な施工計画 企業の施工能力 配置予定技術者 担い手の育成・確保 地域の守り手確保 経
営
環
境
評
価

減点項目

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
対
処

工
事
施
行
成
績

優
秀
業
者
表
彰

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得

地
域
精
通
度

配
置
技
術
者
①

Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
証
明

現
場
代
理
人
表
彰

技
術
職
員
の
育
成
確
保

新
規
の
雇
用

雇
用
環
境
取
組
等

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

主
た
る
営
業
所

災
害
時
の
協
力

緊
急
時
の
応
急
措
置

公
共
施
設
の
維
持

重
要
な
瑕
疵

不
履
行

配点 5.00 5.00 7.50 0.50 0.50 1.50 1.00 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 1.00 0.25 0.25 0.50 3.00 29.00

Ａ社 2.50 5.00 6.50 0.00 0.50 1.50 1.00 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 1.00 0.25 0.25 0.50 2.40 0 0 24.40 131,300,000 ○ 21.86 15.00 61.26 98.1% 2

Ｂ社 5.00 2.50 7.50 0.00 0.50 1.50 1.00 0.50 0 0.50 0 0.50 0.50 1.00 0.25 0.25 0.50 2.40 0 0 24.40 131,000,000 ○ 22.09 15.00 61.49 97.9% 1落札

Ｃ社 2.50 0 7.50 0.00 0.50 1.50 1.00 0.50 0 0.50 0 0.50 0.50 1.00 0.25 0.00 0.50 3.00 0 0 19.75 133,000,000 ○ 20.59 15.00 55.34 99.4% 5

Ｄ社 5.00 2.50 7.50 0.00 0.00 1.50 1.00 0.50 0 0 0 0.50 0.50 1.00 0.25 0.25 0.50 1.80 0 0 22.80 130,700,000 ○ 22.31 15.00 60.11 97.7% 3

ＥJV 2.50 2.50 7.50 0.00 0.50 1.50 1.00 0.50 0 0.25 0 0.25 0.50 1.00 0.25 0.25 0.25 2.40 0 0 21.15 132,400,000 ○ 21.04 15.00 57.19 99.0% 4

Ｆ社 0 0 7.50 0.00 0.50 1.50 1.00 0.50 0 0 0 0 0.50 1.00 0.25 0.25 0 1.20 0 0 14.20 ○ 23.21 15.00 52.41 96.8% 6

総合評価落札方式での入札結果の例

凡例 各列内の順位

１位

２位

３位

9

もし、
工事成績の評価点
が変わると、
落札者が変わってしまう！

成績評定をつけるときには．．． 10

成績評定は、

「公正」 かつ 「内容を問われた場合説明できる」

ようにしてください！



『施工プロセスチェック』について １ 11

『施工プロセスチェック』について ２ 12

「施工プロセスのチェック」とは？
公共工事の品質確保のためには、現場における日常

の出来形・品質管理は、工事の品質を左右する重要な
部分であり、そのための適正な施工体制の確保が不可
欠であり、関係法令、契約約款、共通仕様書等の遵守
及び工事のプロセスにおける適正な管理が必要。

▼
▼
▼

・「施工プロセス」チェックリストは、共通仕様書、
契約書等に基づき、施工に必要なプロセスが適切に施
工されているかを工事監督員が確認する。

・チェック欄では、書類もしくは現場等で確認した月
日、及びその内容がＯＫであれば□にレマークを記入
し、ＯＫでなければ、備考欄に指示事項や是正状況等
を記入する。

▼
▼
▼

工事施行成績評定に反映



様式－２Ｋ①

工事成績採点の考査項目別運用表における評価の視点 （共通・監督員用）

番
号

関連
工 事 成 績 評 定 表 評 価 の 視 点 及 び 採 点 方 法 の 取 扱 い

考査項目 細別 該当基準 評価対象項目 参照先 評価の視点 備 考 （参考）

1 
162
164

1.施工体
制

Ⅰ.施工
体制一般

全工事該
当

□施工計画書（変更計画書を含む）を工事
着手前に提出している。

□施工プロセ
スのチェッ
クリスト

□施工計画書が工事着手前に提出されているか。
計画内容に変更が生じた場合、着手前に変更計画書が提出
されているか。

共通仕様書1-1-1-3
施工計画書を提出しなければならない。

2 

全工事該
当

□施工計画書と現場の施工体制が一致して
いる。

□施工プロセ
スのチェッ
クリスト

□ 施工計画書に記載された施工体制どおり現場で施工され、
現場条件の変化に対して、適切に対応している場合に評価
する。

共通仕様書-施工計画書・施工管理→請負者は、契約図書
に適合するよう工事を施工するために、施工管理体制を確
立する。

3 166

全工事該
当

□ 作業分担と責任の範囲が施工体制台帳、
施工体系図（２百万円以上）もしくは施
工計画書で確認できる。

□施工計画書 □ 請負代金額が２百万円以上の場合は、施工体系図や施工
計画書の現場組織表等に作業分担と担当技術者名が記載さ
れているかどうかで判断する。

国土交通省令及び「施工体制台帳の作成について」
（H13.3.30国総建第83号）、「公共工事の入札及び契約
の適正化の促進に関する法律」、「施工体制台帳の活用に
関する取扱いについて」（H18.3.9建情第1428号）

4 167

全工事該
当

□ 施工体制台帳、施工体系図（２百万円
以上）が整備され、施工体制図も現場に
掲げられている。

□現地確認
写真確認

□ 施工体制台帳及び施工体系図が提出され、施工体系図が
現場の見やすい場所に掲げられているかどうかで判断する。

共通仕様書-施工体制台帳及び施工体系図
施工管理基準→「施工体制台帳の活用に関する取扱いにつ
いて」（H18.3.9建情第1428号）により作成しなければ
ならない。

5 168

全工事該
当

□ 工事カルテの登録（５百万円以上）が
監督員の確認を受けた上で契約後１０日
以内に行われている。

□カルテ確認 □ 「契約後１０日以内（土・日・祝日を除く）」かどうか
は、工事カルテ受領書で確認する。

共通仕様書-工事カルテ作成、登録

6 169

全工事該
当

□ 社内検査の時期、確認事項が工事全般
にわたり良く把握されている。（社内体
制が確立され、有効に機能している。）

□施工計画書
報告書

□ 丁張り検査、床堀高確認、型枠検査、鉄筋径・配筋確認、
不可視部分の出来形・品質確認等を含め、各構造物毎、各
施工段階毎に実施されているかどうかで判断する。

共通仕様書1-1-1-46
施工計画書に記載し、提出しなければならない。
報告書を提出しなければならない。

7 170

全工事該
当

□ 社内検査員の身分（社員）、経歴が確
認でき適正である。

□ □ 施工計画書に社内検査員の氏名、所属、身分（役職）、
資格、経歴、検査箇所、検査数量等の記載及び資格証書の
写しが提出されていることが確認できる場合に評価する。

共通仕様書-社内検査→当該工事の現場代理人、主任技術
者以外の者であらかじめ指定した職以上にある者とする。

8 

全工事該
当

□ 建設業許可標識、法令その他必要な標
識を公衆の見やすい場所に掲示している。

□ □ 標識は、建設業許可標識、建設業退職金共済制度適用事
業主工事現場の標識、労災保険に関する標識について
チェックする。

「公共工事の入札及び契約の促進に関する法律」
共通仕様書-保険の付保及び事故の補償
建設業法第４０条

9 

全工事該
当

□ 緊急指示、災害、事故等が発生した場
合の体制が整っている。

□ □ 施工計画書で緊急指示、災害、事故等が発生した場合の
体制が確認できる場合に評価する。

共通仕様書-施工計画書→請負者は、施工計画書に次の事
項について記載しなければならない。
共通仕様書-工事中の安全確保、施工管理基準『参考』下
請業者・労務管理安全衛生管理、安全衛生法第10条第1項、
「土木工事安全施工技術指針」解説H13年改訂版

10 

全工事該
当

□ 「施工プロセスのチェック」、「工事
現場等における施工体制点検・確認要
領」で指摘事項がなかった。

□ □ 「施工プロセスチェックリスト」中の細別「施工体制一
般」の３項目における指摘有無が判断対象である。「施工
体制点検・確認要領」については、「施工体制チェックリ
スト」中の「施工体制台帳」～「工事カルテ」の各項目及
び「一括下請チェックリスト」における指摘有無が判断対
象である。「指摘なし」の場合は評価に値する。

11 〔ｄ〕

□ 施工体制一般に関して、工事監督員が
文書による改善指示を行った。

□ □ 工事監督員が文書（施工協議簿）により改善指示を行っ
た場合に該当。

共通仕様書-契約図書に基づく処理方法→請負者及び工事
監督員は、契約図書に示された指示、承諾、協議、検査及
び確認については、工事施工協議簿で行う。

12 〔ｅ〕
□ 施工体制一般に関して、工事監督員か

らの文書による改善指示に従わなかった。
□ □ 工事監督員からの文書（施工協議簿）による改善指示に

従わなかった場合に該当。

『評価の視点』について １ 13

『評価の視点』
評定者の違いにより、評価が異なる事がないよう、〈考査項目別運用表〉の具体的な評価方法を記載している。

※受注者には非公開。

『評価の視点』について ２ 14



改正の主なポイント

・工事書類作成にあたり、書類の見栄えにつながると考えられる評価項目を廃止又は改正

しました。

書類の見栄え等は評価の対象としないようにしてください。

完成検査等における留意事項

完成検査等は、共通仕様書や写真管理基準等に定められている範囲での関係書類を対象

に行うものとし、定められた以上の資料の提示を求めないとともに必要以上の書類作成を

理由とした評価は行わないようにしてください。

（令和２年４月１日以降に完成する工事から適用されています）

令和２年度 工事施行成績評定の改定のポイント 15

施行成績評定の留意事項 16

工事施行成績評定における評定方法について（平成24年12月26日、事務連絡）
漁港浚渫工事の施行成績評定における留意事項について（平成27年5月7日、事務連絡）

（上記通知の再周知）緊急・応急工事、漁港浚渫工事、取壊し工事の 工事施行成績評定における評定方法について（令和２年12 月 1 4 日、事務連絡）

「出来形」 「品質」

漁港浚渫工事 仕様書の施工管理基準では下限値を設定されてい
ないが、ばらつき評価用の下限値を設定して評価。
(評定用の下限値：計画高さ－1200mm)

(例)浚渫した深さが、計画高から600mm深い範囲内に収まっ
ていれば、ａ評価 (-600mm＝-1200mm×50%)

「品質」に代わり、
「施工特性」で評価
【別シート使用】

取壊し工事 ・通常規模（特殊な仮設が不要）

ｃ評価

「品質」に代わり、
「施工特性」で評価
【別シート使用】

・下部工のみの取壊しなど

下部工撤去後の地盤高さに対して、土工の出来形
管理基準（基準高±50mm）を準用して評価

・橋梁上部工のみの取壊しなど

「施工順序の遵守」「安全確認」の観点で評価
【別シート使用】

（緊急工事は、当面の間評定しません。）

橋梁点検・診断業務における施行成績評定について
(平成27年7月29日付事務連絡)

橋梁点検・診断業務は、「調査業務、計画業務」として評定。

【委託】橋梁点検・診断業務

漁港浚渫工事、取壊し工事



建設部（建設管理部）が発注する土木工事

土木工事関係の緊急工事
→左記以外の工事

Yes
1件の契約金額が
500万円を超えない工事

→1件の契約金額が500万円を超える工事

維持・修繕工事のうち工事受渡書による受渡行為が必要
のない工事

→左記以外の工事

Yes
Yes

次の工事以外
・区画線工事
・塗装工事
・漁港浚渫工事

→区画線工事、塗装工事、漁港浚渫工事

Yes

当面の間、契約金額にかか
わらず評定を行わない。

評定を行わない。
契約金額にかかわらず評定
を省略することができる。

評定を行う。 評定を行う。

（大半の工事）

建設部（建設管理部）が発注する、設計、測量、地質調査その他の工事に係る委託業務

土木施設物の設計、建築物の設計、地質調査、技術資料
作成及び測量

→左記以外の委託業務
評定の対象としない。

Yes （維持管理、システム保守など）

中間検査業務委託
及び
総合評価方式に係る技術審
査補助業務委託

→左記以外の委託業務

土木工事関係の
緊急委託業務

→左記以外の委託業務

Yes Yes 1件の契約金額が250万円
を超えない業務

→1件の契約金額が250万円を超える業務

Yes 引渡しを受ける必要がある
業務の出来形がない

→左記以外の委託業務

Yes

契約金額にかかわらず評定
を行わない。

当面の間、契約金額にかか
わらず評定を行わない。

当面の間、
評定を行わない。

評定の対象としない。 評定を行う。

（大半の委託業務）

・北海道請負工事施行成績評定要領
[R2技術管理関係集11-1]

・北海道請負工事施行成績評定要領の運用
[R2技術管理関係集11-2]

・工事施行成績評定要領の運用の取扱い
[R2技術管理関係集11-3]

・北海道工事関係委託業務施行成績評定要領
[R2技術管理関係集12-1]

・北海道工事関係委託業務施行成績評定要領の運用
[R2技術管理関係集12-2]

（参考）成績評定が必要な工事・委託業務 17

メモ



工事施行成績評定の平均点の推移 19

H１９の主な改定内容
請負工事
・重要なかし：減点２０点
・軽微なかし：減点無し
・総合評価方式ペナルティー
の項目を追加

H22の主な改定内容
請負工事
・高度技術から工事特性
・評価の細分化
・社会性性等の追加
・評定者の配分比率の変更
・評定内容の明確化
※国交省と評価項目が同一

H30の主な改定内容
請負工事
・週休二日の確保で加点
（最大点が100 101点）

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

2007(H19)★ 2009(H21) 2011(H23) 2013(H25) 2015(H27) 2017(H29) 2019(R01)

請負⼯事 委託業務（設計） 委託業務（調査・計画）
委託業務（施⼯管理） 委託業務（地質 単純 測量） 委託業務（⽤地）

工事施行成績評定の平均点の推移 20

H１９の主な改定内容
請負工事
・重要なかし：減点２０点
・軽微なかし：減点無し
・総合評価方式ペナルティー
の項目を追加

H22の主な改定内容
請負工事
・高度技術から工事特性
・評価の細分化
・社会性性等の追加
・評定者の配分比率の変更
・評定内容の明確化
※国交省と評価項目が同一

H30の主な改定内容
請負工事
・週休二日の確保で加点
（最大点が100 101点）
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H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 Ｒ０２

建設部 （⼀般⼟⽊） 農政部 （農業⼟⽊） ⽔産林務部 （森林⼟⽊） ⽔産林務部 （⽔産⼟⽊）

開発局R２年度(2020年度)工事の平均点78.9点 （「北海道通信」2021/5/21）



R01・R02年度完成工事【一般土木】の成績分布状況 21
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差がついた評価項目(高得点工事)(R02) 22
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事業別(R02) 23
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評価項目(事業別)(R02) 24
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建管別・合計点・採点者別(R02) 25
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建管別平均点 26

90
.3

 

90
.2

 

89
.9

 

91
.7

 

90
.4

 

89
.5

 

90
.8

 

91
.4

 

91
.5

 

90
.5

 

91
.7

 

90
.5

 91
.0

 

92
.1

 

91
.8

 

90
.8

 

92
.0

 

91
.8

 

93
.6

 

91
.3

 

92
.2

 

91
.9

 

91
.1

 

92
.8

 

92
.2

 

91
.0

 

91
.7

 

92
.4

 

94
.3

 

92
.1

 92
.5

 92
.9

 

92
.0

 

92
.7

 

92
.3

 

91
.8

 

91
.9

 

93
.2

 93
.5

 

93
.2

 

H29平均, 90.7 

H30平均, 91.8 

R01平均, 92.3 
R02平均, 92.6 

88

89

90

91

92

93

94

95

札幌 ⼩樽 函館 室蘭 旭川 留萌 稚内 網⾛ 帯広 釧路

建管別平均点【全⼯種】 H29 H30 R01 R02
H29平均 H30平均 R01平均 R02平均

R
1

最
大

3
.3

点
差

H
2

9
最

大
2

.2
点

差

H
3

0
最

大
3

.1
点

差

R
2

最
大

1
.7

点
差

建管間の差 最高 最低 差

H29(2017) 室蘭 91.7 留萌 89.5 2.2

H30(2018) 帯広 93.6 小樽 90.5 3.1
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建管の点数分布の比較(R02) 27
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TRUE 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 総計
270件 163件 252件 243件 211件 128件 135件 214件 217件 197件 2030件

４Ｃ①_１．対象構造物 ⾼  延⻑ 施⼯（断）⾯積 施⼯深度等 規模 特殊 ⼯事 0% 2% 0% 4% 1% 1% 1% 1% 1% 0% 1%
４Ｃ①_２．対象構造物 形状 複雑          施⼯条件 特 変化  ⼯事 1% 0% 1% 0% 1% 1% 1% 2% 3% 0% 1%
４Ｃ①_３．  他（理由 ） 8% 10% 5% 5% 5% 9% 3% 3% 15% 13% 7%
４Ｃ①_４．地盤 変形 近接構造物 地中埋設物  影響 配慮  ⼯事 1% 1% 2% 0% 1% 0% 1% 4% 1% 1% 1%
４Ｃ①_５．周辺環境条件    作業条件 ⼯程等 ⼤  影響 受  ⼯事 5% 4% 2% 16% 4% 1% 7% 5% 11% 15% 7%
４Ｃ①_６．周辺住⺠等 対  騒⾳ 振動 特 配慮  ⼯事 14% 7% 8% 8% 2% 2% 4% 13% 8% 10% 8%
４Ｃ①_７．現道上  交通規制 ⼤  影響  ⼯事 19% 10% 10% 14% 16% 1% 13% 21% 45% 13% 17%
４Ｃ①_８．緊急時 対応 特 必要 ⼯事 1% 2% 0% 0% 0% 0% 1% 1% 2% 0% 1%
４Ｃ①_９．施⼯箇所 広範囲    ⼯事 17% 17% 12% 16% 14% 5% 24% 20% 14% 10% 15%
４Ｃ①_10．  他（理由 ） 4% 6% 1% 8% 3% 2% 0% 4% 4% 3% 4%
４Ｃ①_11．特殊 地盤条件  対応 必要 ⼯事 2% 1% 1% 2% 2% 2% 1% 1% 3% 1% 2%
４Ｃ①_12．⾬ 雪 ⾵ 気温 波浪等 ⾃然条件 影響 ⼤  ⼯事 5% 5% 4% 19% 3% 13% 17% 13% 12% 15% 10%
４Ｃ①_13．急峻 地形及 ⼟⽯流危険渓流内  ⼯事 3% 3% 2% 10% 2% 2% 5% 2% 3% 3% 4%
４Ｃ①_14．動植物等 ⾃然環境 保全 特 配慮         ⼯事 0% 3% 0% 0% 0% 0% 8% 7% 4% 3% 2%
４Ｃ①_15．  他（理由 ） 8% 16% 5% 12% 5% 10% 4% 3% 13% 9% 8%
４Ｃ①_16．12 ⽉ 超  ⼯期  事故   完成  ⼯事（全⾯⼀時中⽌期間 除 ） 1% 0% 0% 3% 0% 0% 2% 1% 1% 0% 1%
４Ｃ①_17．  他（理由 ） 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 1%
４Ｃ②_１．施⼯ 伴 器具 ⼯具 装置等 関  ⼯夫⼜ 設備据付後 試運転調整 関  ⼯夫 62% 58% 59% 59% 60% 62% 68% 62% 74% 63% 63%
４Ｃ②_２．      ⼆次製品等 代替材 利⽤ 関  ⼯夫 9% 9% 9% 9% 9% 2% 7% 11% 13% 10% 9%
４Ｃ②_３．⼟⼯ 地盤改良 橋梁架設 舗装       打設等 施⼯ 関  ⼯夫 27% 24% 35% 34% 24% 20% 37% 31% 40% 29% 31%
４Ｃ②_４．部材並  機材等 運搬及 吊 ⽅式等 施⼯⽅法 関  ⼯夫 11% 17% 20% 20% 12% 7% 20% 13% 16% 15% 15%
４Ｃ②_５．設備⼯事    加⼯ 組⽴等⼜ 電気⼯事    配線 配管等 関  ⼯夫 3% 4% 3% 1% 4% 2% 2% 2% 2% 1% 2%
４Ｃ②_６．給排⽔⼯事 衛⽣設備⼯事等    配管⼜    類 凍結防⽌ 配管    等 関  ⼯夫 1% 2% 1% 2% 2% 2% 0% 1% 1% 0% 1%
４Ｃ②_７．照明   視界 確保 関  ⼯夫 14% 15% 12% 12% 18% 9% 7% 15% 23% 11% 14%
４Ｃ②_８.仮排⽔ 仮道路 迂回路等 計画的 施⼯ 関  ⼯夫 19% 18% 27% 27% 18% 17% 19% 22% 17% 23% 21%
４Ｃ②_９．運搬⾞両 施⼯機械等 関  ⼯夫 41% 39% 42% 56% 45% 43% 47% 54% 57% 42% 47%
４Ｃ②_10．⽀保⼯ 型枠⼯ ⾜場⼯ 仮桟橋 覆⼯板 ⼭留 等 仮設⼯ 関  ⼯夫 20% 17% 30% 25% 12% 13% 19% 17% 15% 20% 19%
４Ｃ②_11．盛⼟ 締固度 杭 施⼯⾼ 等 管理 関  ⼯夫 1% 1% 2% 5% 4% 3% 1% 4% 6% 3% 3%
４Ｃ②_12．出来形⼜ 品質 計測 集計 管理図等 関  ⼯夫 38% 32% 33% 44% 35% 46% 47% 41% 43% 34% 39%
４Ｃ②_13．施⼯管理    ⼟量管理    等 活⽤ 関  ⼯夫 57% 39% 26% 47% 52% 57% 59% 43% 63% 50% 49%
４Ｃ②_14．ＩＣＴ（情報通信技術） 活⽤  情報化施⼯ 取 ⼊  ⼯事 7% 7% 9% 13% 8% 5% 7% 9% 13% 4% 9%
４Ｃ②_15．特殊 ⼯法 材料 ⽤  ⼯事 6% 6% 4% 9% 7% 2% 3% 7% 11% 10% 7%
４Ｃ②_16．優  技術⼒⼜ 能⼒   評価  技術 ⽤  ⼯事 6% 1% 3% 5% 6% 4% 2% 3% 5% 1% 4%
４Ｃ②_17-1.  他（理由 ） 15% 28% 23% 26% 20% 33% 23% 17% 37% 18% 23%
４Ｃ②_17-2.  他（理由 ） 1% 7% 8% 7% 4% 12% 4% 1% 7% 2% 5%
４Ｃ②_18．⼟⼯ 設備 電気 品質向上 関  ⼯夫 21% 16% 20% 19% 20% 20% 10% 20% 38% 13% 20%
４Ｃ②_19．       材料 打設 養⽣ 関  ⼯夫 24% 26% 40% 37% 31% 20% 29% 34% 31% 35% 31%
４Ｃ②_20．鉄筋 ＰＣ           ⼆次製品等 使⽤材料 関  ⼯夫 13% 15% 18% 20% 10% 9% 16% 14% 13% 19% 15%
４Ｃ②_21．配筋 溶接作業等 関  ⼯夫 5% 4% 8% 11% 7% 4% 7% 5% 6% 5% 6%
４Ｃ②_22-1.  他（理由 ） 29% 31% 31% 25% 16% 22% 19% 20% 43% 21% 26%
４Ｃ②_22-2.  他（理由 ） 9% 7% 11% 6% 2% 4% 3% 0% 13% 2% 6%
４Ｃ②_23．安全 確保     仮設備等 関  ⼯夫 （落下物 墜落 転落 挟   看板 ⽴⼊禁⽌柵 ⼿摺  57% 65% 62% 67% 60% 54% 60% 77% 72% 55% 63%
４Ｃ②_24．安全教育 技術向上講習会 安全     等（          実施 含 ） 関  ⼯夫 35% 32% 44% 42% 32% 36% 24% 30% 38% 30% 35%
４Ｃ②_25．現場事務所 労務者宿舎等 空間及 設備等 関  ⼯夫 47% 36% 41% 51% 58% 41% 44% 48% 50% 31% 45%
４Ｃ②_26．有毒  並  可燃   処理及 粉塵防⽌並  作業中 換気等 関  ⼯夫 5% 6% 4% 5% 4% 3% 5% 4% 5% 3% 4%
４Ｃ②_27．⼀般⾞両突⼊時 被害軽減⽅策⼜ ⼀般交通 安全確保 関  ⼯夫 37% 28% 33% 35% 35% 38% 39% 37% 52% 33% 37%
４Ｃ②_28．厳  作業環境 改善 関  ⼯夫 17% 28% 29% 46% 17% 38% 30% 21% 24% 12% 26%
４Ｃ②_29-1.  他（理由 ） 17% 36% 21% 31% 27% 62% 36% 43% 47% 66% 37%
４Ｃ②_29-2.  他（理由 ） 1% 4% 7% 9% 8% 11% 12% 3% 14% 13% 8%
４Ｃ③_１．周辺環境  配慮 積極的 取 組   51% 58% 61% 72% 50% 55% 59% 64% 72% 53% 60%
４Ｃ③_２．地域 資材 活⽤ 環境保全 関  積極的 取 組   40% 42% 57% 47% 36% 29% 34% 49% 47% 39% 43%
４Ｃ③_３．地域  積極的           図   39% 44% 40% 52% 32% 34% 50% 42% 53% 40% 43%
４Ｃ③_４．災害時等     地域  ⽀援⼜ 救援活動  積極的 協⼒ ⾏   3% 6% 6% 9% 6% 3% 8% 5% 11% 2% 6%
４Ｃ③_５．地域 草刈 清掃   積極的 実施   56% 54% 63% 58% 48% 48% 49% 50% 58% 60% 55%
４Ｃ③_６．  他（） 30% 28% 23% 23% 21% 19% 19% 15% 41% 20% 24%
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各建管の
評価率

評価工事数
＝------------------

全工事数

同じ項目でも、
建管によって
評価率に差？


